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［表紙］ Long Day Keita Morimoto courtesy of KOTARO NUKAGA, 
photo by Osamu Sakamoto ［P6］ 空間概念  期待 画像提供：大原美術
館 ［P7］バルーンドッグ（青） ©Jeff Koons, Courtesy The Broad Art 
Foundation, Installation at The Museum of Fine Arts, Boston ［P9］ 
3つの半分のケーキ Collection of John Berggruen, San Francisco 
［P9］ 赤いバイオリン Photo ©Centre Pompidou, MNAM-CCI, Dist. 
RMN-Grand Palais / image Centre Pompidou, MNAM-CCI / 
distributed by AMF / ユニフォトプレス ［P15］ シンクと鏡 ©VAGAP,Ma
drid&JASPAR,Tokyo,2020,G2239 ［P24］ 海洋調査船タラ号 ©Sacha.
Bollet-Fondation Tara Océan ［P26］ 龍図襖 和歌山県串本町  無量
寺・串本応挙芦雪館 ［P29］ 「愛はとこしえ」シリーズより ①愛はとこしえ
［TAOW］ ②朝のめざめ［TQSTW］③女たちのニューヨーク［SSAAWA］ ④
宴のあと［SOXTE］ ⑤朝が来た。［TWST］ ©YAYOI KUSAMA ［P30］ 
ONE PIECE 第17巻「ヒルルクの桜」第152話“満月”より ©尾田栄一郎／
集英社 ［P30］ バクマン。「息継ぎとパーティー」より ©大場つぐみ・小畑健
／集英社 ［P30］ おそ松くんより ©赤塚不二夫／フジオ・プロダクション 
［P31］ 火の鳥「黎明編」より ©手塚プロダクション ［P34］ アンジェラ 
Photo Credit: Kristian Emdal ［P35］ 青い傘2 Copyright 2024 Phillips 
Auctioneers LLC. All Rights Reserved. ［P35］ 猫との自画像 Photo 
©RMN-Grand Palais / René-Gabriel Ojeda / distributed by AMF 
/ ユニフォトプレス ［P36］ My Father Collection Buffalo AKG Art 
Museum. Bequest of Marisol, 2016 (2021:45a-e). ©Estate of 
Marisol / Artists Rights Society (ARS), New York. Photo: Brenda 
Bieger, Buffalo AKG Art Museum. Photo Credit: Buffalo AKG Art 
Museum / Art Resource, NY, Artist: Marisol (Escobar, Marisol) 
(1930-2016) ©ARS, NY ［P40］ 風俗図（彦根屏風） 画像提供：彦根城博
物館 /DNPartcom ［P47］ 三代目瀬川菊之丞のお石 ©The Trustees of 
the British Museum / ユニフォトプレス ［P48］ 伐折羅大将（国指定名：迷
企羅）新薬師寺 /㈱Gakken写真資料 ［P51］ Anti Photo: Uwe Walter, 
Berlin Courtesy of Galerie EIGEN + ART Leipzig/Berlin ［P55］ 「ド
ラえもんの歌」©Tomoko Konoike ©Fujiko-pro ［P60］ 鉄道工事会社
の研修センターサイン計画 撮影：神藤 剛 ［P61］ ドイツ  ベルリン テーゲル
空港のピクトグラム ©Berlinfoto | Dreamstime.com ［P62］ 展覧会のポ
スター DESIGN: KAZUMASA NAGAI ［P63, 100］ 東京オリンピック 
Photo: National Crafts Museum / DNPartcom ［P63］ 日本古典芸能団
招聘記念イベントのためのポスター 日本舞踊 ©Ikko Tanaka / licensed by 
DNPartcom ［P64］ ②展覧会のポスター デザイン：笹目亮太郎（TRUNK） 印
刷：光和印刷 ［P65］ SDGsアイコン http://www.un.org/sustainabledevel 
opment/ The content of this publication has not been approved by 

the United Nations and does not reflect the views of the United 
Nations or its officials or Member States. ［P73］ 泳ぐ付箋 優箋 課題
炎上付箋 並び順がわかる色鉛筆 ©ISHIKAWA KAZUYA ［P74］ 配膳ロボ
ット（店内情景） ©共同通信社 /アマナイメージズ ［P75］ パワード義足 
Robotic Prosthetic Knee (Bio Leg®)（2022年制作）/BionicM株式会
社 ［P77］ オタマトーン 発売元：(株 )キューブ ［P80］ ミルクの滴の小冠 ©20 
10 MIT. Courtesy of MIT Museum ［P84］ ソール・ライターのポートレイ
ト ©photo by Gerhard Steindl ［P84, 85］ 床屋 板のあいだ 足跡 無題 
雪 無題 ©Saul Leiter Foundation ［P88］ 「スカフィンのうた」 ©大塚製薬 
中村佳穂 Licensed by SPACE SHOWER NETWORKS INC. ［P89］ 
集合！「のし」 NHK Eテレ「デザインあneo」より ©NHK ［P89］ 青蛇と赤足と
花 制作協力：dwarf studios ［P92］ 鉄道直通線開業記念ムービー 「父と娘
の風景」  good design company, SIX, Hakuhodo, Hakuhodo Kettle, 
Spoon., slanted, McRay, ARTONE, PIANO, SUMMIT, Hakuhodo, 
Casting & Entertainment ［P93］ #ハダコーライフ JASRAC許諾第903 
9531003Y45040号 ［P95］ 人工知能が描いたレンブラントの“新作” ©VML 
［P98, 111］ 源氏物語絵巻 宿木三 ©徳川美術館イメージアーカイブ /DNPart 

com ［P98, 112］ 平治物語絵巻 三条殿夜討巻 Fenollosa-Weld Collec 
tion 11.4000 Photograph ©2024 Museum of Fine Arts, Boston. All 
rights reserved. c/o DNPartcom ［P99, 115］ 鮭 画像提供：東京藝術大
学 / DNPartcom ［P99, 115］ 女 Photo: MOMAT/DNPartcom ［P99, 
116］ 裸体美人 Photo: MOMAT/DNPartcom ［P100, 116］ ガス灯と広告 
Photo: MOMAT/DNPartcom ［P100, 115］ 序の舞 画像提供：東京藝術大
学 / DNPartcom ［P100, 116］ 白い円 画像提供：大原美術館 ［P100, 116］ 
No.273（影） ©The Estate of Jiro Takamatsu, Courtesy of Yumiko 
Chiba Associates Photo: MOMAT/DNPartcom ［P100,  116］ 
Harmless Kitty ©Yoshitomo Nara Photo: MOMAT / DNPartcom 
［P100, 116］ ボクシング・ペインティング パフォーマンス ©Ushio ＋ Noriko Shino 

hara ［P105］ 弓をひくヘラクレス Photo: NMWA / DNPartcom 撮影 :©
上野則宏 ［P108］ ゴスラーの戦士 ©The Henry Moore Foundation. All 
Rights Resesrved, DACS / www.henry-moore.org 2023 ［P108］ サー
クルⅣ Photo: MOMAT/DNPartcom ［P109］ Shooting into the Corner 
©Anish Kapoor. All Rights Reserved, DACS/Artimage. Photo: Dave 
Morgan ［P109］ 第56回ヴェネツィア・ビエンナーレでの展示風景 artwork 
©Georg Baselitz 2024 ［P109］ Untitled (young man, if my wife 
makes it) Courtesy of Rirkrit Tiravanija and Gallery Side 2, 撮影：瀧
岡健太郎 (Kentaro Takioka) ［P111］ 平等院鳳凰堂 阿弥陀如来坐像 ©平
等院 ［P112］ 金沢貞顕像 神奈川県立金沢文庫保管 ［P114］ 聖観音菩薩立
像 清峯寺 /㈱Gakken写真資料 ［P116］ パリの屋根 Photo: NMAO / DNP 
artcom ［P120］ AKIRA ©1988マッシュルーム／アキラ製作委員会 ［P120］ 
三沢の犬 ©森山大道写真財団 ［P140］ ムッシュー・ペルレンシュヴァイン 
Photo AMF / DNPartcom / ©bpk / Kunstsammlung Nordrhein-
Westfalen, Düsseldorf ［P140］ マックス・ルエスト博士 画像提供：大阪中之
島美術館 / DNPartcom ［P146,147］ カメラの仕組み　1枚で表す、写真の
画つくり 資料写真撮影／提供：重松善樹 ［P149］ PUI PUI モルカー ©見里
朝希／PUI PUI モルカーDS製作委員会 ［P149］ 映画クレヨンしんちゃん 謎
メキ！花の天カス学園 ©臼井儀人／双葉社・シンエイ・テレビ朝日・ADK 2021 
［P149］ STAND BY ME ドラえもん ©2014「STAND BY MEドラえもん」
製作委員会 ［P149］ 鉄腕アトム ©手塚プロダクション ［P154］ 新潟県立近代
美術館 コレクション展示室 画像提供：新潟県立近代美術館 ［P154］ 国立西
洋美術館［東京都］ ©国立西洋美術館 URL https://www.nmwa.go.jp/

森本は学生時代に、17世紀オランダの画家、レン

ブラント・ファン・レインの作品を実際に目にして、

光と闇によって生み出される空間性や描かれた人

物がそこに存在するかのような立体感に衝撃を受

けたという。青白いライトが照らすキッチンに女性

がたたずむ情景を描いた本作では、今を生きる私

たちの生活の中にある光を捉え、明暗を際立たせ

て表現することで、日常の何気ない一場面に物語

を生み出している。

光と闇がつくりだすドラマ

Long Day
［アクリル・油彩・キャンヴァス／

162×130.3cm］2023
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［大阪府・1990～］
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おすすめ
コンテンツ紹介

想像の世界を表す

夢と現実のはざまで

現実にはありえない世界や、夢で見るような超現実的な世界

を可視化できるところに、美術表現のよさがある。現実にある

ものの形や大きさ、色彩、性質などを変えたり、存在しえない

ものと空間を組み合わせたりしながら、想像の世界を表そう。

想
像
の
世
界
を
表
す

不
思
議
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

学びの目標

上：着地する都市
［アクリル・キャンヴァス／81×92cm］2002

下：スケッチ1［色鉛筆・紙／5×5cm］2002

ヤチェク・イェルカ［ポーランド・1952～］

多様な建築が合体した都市が地面に着地する瞬間

を描いた。都市の後方ではパーツがバラバラになっ

ていて、この都市に何が起こっているのか想像が膨

らむ不思議な作品になっている。

実際は起こりえない情景
描きたい世界を想像するとき、
私はそこに入り込んで目をこらし、
耳を澄まして音を聞き、
最高の景色を探そうと試みる

ヤチェク・イェルカ

左：最初の爆発の瞬間における柔らかい時計
［油彩・キャンヴァス／20.5×25.7cm］1954

サルバドール・ダリ［スペイン・1904～89］

右：ピサの夜
［不透明水彩・パネル／18.7×13.6cm］1952　
ルネ・マグリット［ベルギー・1898～1967］

ダリの作品では硬い金属の時計がグニャリと柔ら

かく曲がり、文字は浮き上がり、時計自体が何か

別のものに変化しつつある。マグリットはスプーン

を本来のサイズ、使用される環境から切り離し、脈

絡のないものとの組み合わせて違和感を生じさせ

るデペイズマンという手法を用いている。

変形や組み合わせによるイメージ

空想や夢、心の中の世界を表す創造活動に、主体的

に取り組む。

想像やイメージなどを基に、配置、組み合わせなど

の効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

色彩や構図、組み合わせなどの効果、全体のイメー

ジを捉え、絵の具などの特性を生かして表す。

表
現
・
鑑
賞

P.107 マグリット

キリコは自身の作品を「形而上絵画」

と称し、不穏で空虚な都市空間、どこか

つじつまの合わない奇妙な風景や瞑

想的かつ神秘的な風景などを表した。

時間や空間に
捉われない世界観

通りの神秘と憂愁
［油彩・キャンヴァス／87×73cm］1914　

ジョルジョ・デ・キリコ
［ギリシャ・1888～1978］

自分の感じていることや考えてい

ることを、現実にある事象やもの

ごとに象徴させて、形や大きさを

変えたり組み合わせを工夫した

りすることで表そう。

ありえない組み合わせから
象徴的に表そう

左：アイディアスケッチ
［サイズ不詳］制作年不詳 

右：冬のセンプウキ
［アクリル・キャンヴァス／

59.4×42cm］1996頃 

石
いし

田
だ

徹
てつ

也
や

［静岡県・1973～2005］

P.95・107 ダリ
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絵画・彫刻 表現・鑑賞
指導案例

教科書 P.20 〜 21

導入

1
時間

�実際にないもの、あり得ない空間や世
界を描き可視化できる絵画のよさを理
解し、参考作品を鑑賞する。

　 �表現の不思議さや面白さ、などを述
べ合う。

　 �「問いかけ」により、不思議さはどこ
にあるのかを考え、表現の工夫に着
目し、効果を実感する。

�最初は、不思議な世界を楽しむことを
大切にして関心を高める。
�「問いかけ」により、参考作品の意図と
工夫の視点を述べさせる。
�生徒の発言を基に、「ひらめきワード」
と関連付けながら工夫の視点を整理す
る。
�P22～25の掲載作品や「まさゆめ」な
ど、他の作品も鑑賞させ、多様な工夫
の視点に気付かせる。

態鑑 �活動の様子�
発言の内容

展開①

2
時間

�どのような不思議な世界を表現するか、
主題を考える。
�主題を基に構想を練り、下絵を描く。

�何をテーマに表現するか、主題を考え
させる。

　 �参考作品などから作者の表現意図を
考えさせると共に、自分の好きなも
の、心の中のイメージなど、主題を
考えるヒントを示す。

�主題を基に構想を練る。
　 �「ひらめきワード」などを基に表現の
工夫について考えさせる。

態表 �制作の様子
発想 �制作途中の作品

展開②

6
時間

�下絵を基に、着彩の見通しを持つ。
�絵の具や筆の効果を生かして、作品の
イメージを大切にしながら着彩をする。

�絵の具の濃さや筆のタッチなどによる
表現の違いを意識させ、作品のイメー
ジを基に着彩させる。

知識 �制作途中の作品
技能 �制作途中の作品

まとめ

1
時間

��完成作品を鑑賞し、感じたことや考え
たことを述べ合う。
��ワークシートに自分の考えを記述する。

�各生徒が作品についてクラス全体に紹
介をし、意見交換をさせる。

　 �「ひらめきワード」などの造形的な視
点から工夫を感じ取る。

�ワークシートに自分の作品の意図と工
夫や、他者の作品の特によいと感じた
点について記載させる。

鑑賞 �発言�
ワークシートの記述

時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法

不思議な世界の工夫を読み解く

表現したい世界の主題を考える

世界観に合った着彩の見通しを持つ

造形的な視点から工夫を感じ取る

授業の展開例
◆授業の趣旨
　絵画のよさの1つは、実際にないもの、あり得ない空
間や世界を描き可視化できることである。本授業では、
主題や構想を深めながら不思議な世界を描き、完成後は
互いの作品の意図と工夫について語り合い、楽しみなが
ら学びを深めることを重視する。発想のきっかけは、夢
や憧れ、不思議な空間、心の世界など様々で、物や風景

を見て思いついたり、自分の好きなものや心の中のイメ
ージからヒントを得たりするなど、出発点は多様である。
参考作品を基に、作者がどのような点から主題を生み出
したか、また「問いかけ」を基にどのような工夫をした
のか、具体的な学びの視点を示しながら、学びを深める
ことが大切である。

夢と現実のはざまで 想像の世界を表す

不思議な世界をつくり出す

目　標

知識及び技能に関する目標 思考力、判断力、表現力等に
関する目標　　　　　　　　

学びに向かう力、人間性等に
関する目標　　　　　　　　

色彩や構図、組み合わせなどの効
果、全体のイメージを捉え、絵の具
などの特性を生かして表す。

想像やイメージなどを基に、配置、
組み合わせなどの効果を考え、構想
を練ったり鑑賞したりする。

空想や夢、心の中の世界を表す創造
活動に、主体的に取り組む。

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　　　形の変形や色彩、構図、組み
合わせなどの効果を理解し、

全体のイメージや作風などを捉えて
いる。

　　　意図に応じて絵の具や筆など
の特性を生かし、表現方法を

創意工夫し、主題を追求して創造的
に表している。

　　　自己の内面、夢や想像などか
ら主題を生成し、形体や色

彩、配置、組み合わせや構成などに
ついて考え、創造的な表現の構想を
練っている。

　　　造形的なよさや美しさ、不思
議さを演出する工夫などを感

じ取り、作者の心情や意図と創造的
な表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深めている。

　　　不思議な世界を表現する創造
活動に、主体的に取り組もう

としている。

　　　不思議な世界を鑑賞する創造
活動に、主体的に取り組もう

としている。

知識

技能

発想

鑑賞

態表

態鑑

知識「知識・技能」に関する評価規準　技能「知識・技能」の技能に関する評価規準　
発想「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準　鑑賞「思考・判断・表現」の鑑賞に関する評価規準
態表 表現における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準　態鑑 鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準

授業時数

時間
10 ［準備物］

生徒：教科書、筆記用具、絵の具セット
教師：教科書、画用紙、参考作品の画像、ワークシート、プロジェクター

　Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13 「まさゆめ」は、広く募集された顔の中から選
ばれた「実在する１人の顔」を巨大な立体物として東京の空に浮かべたプロジェクト。ア
ーティスト荒

こう

神
じん

明
はる

香
か

が中学生の頃にみた「夢」から着想を得た作品だ。かつての中学生が
みた「夢」が公的事業として実施され、どこにでもいる個人の顔が東京の空という公的な
視界の中に浮かび上がる。「個」と「公」、「夢」と「現実」の同時進行を見たとき、人は
何を感じるのだろう。

まさゆめ　目[mé]　2019-2021, Tokyo Tokyo FESTIVAL スペシャル13
撮影：津

つ

島
しま

岳
たか

央
ひろ
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自画像を描く
〜内面を見つめて私らしさを表そう〜

　書いた文字が消しゴムで簡単に消せるのは、鉛筆の大きな特
徴です。しかし、消しゴムが誕生したのは、黒鉛が鉛筆として
使われるようになってから 200 年も後のことでした。それま
ではパンくずで鉛筆の筆跡をぼかすように拭き取っていました。
　消しゴムが生まれたきっかけは、1770 年のとある記述から
です。イギリスのジョゼフ・プリーストリー（1733-1804）
という自然哲学者が、天然ゴムに黒鉛の筆跡を擦り取る効果が

あると発表しました。そして、文字を消し去る（rub out）こ
とから「rubber ＝消しゴム」の名を付けたと言われています。
　天然ゴムは、ゴムの木の樹液を固めたもの。当時、まだ発見
されて間もない素材で、実用面での使い道ははっきりとは決
まっていませんでした。パンよりも早くきれいに消すことので
きる天然ゴムの消しゴムが商品化されると、鉛筆はさらに便利
な筆記具になりました。

パンよりも消しやすい！

課題の目的
身の回りにあるものを描くために、鉛筆の線を重ねて描く方法に挑
戦する課題です。描いた後に、部分的に消しゴムで消してガラスの
光沢を表すことにも挑戦してみましょう。

課題 3-1 課題 3-2

課
題
の
説
明

様々な方向に鉛筆の線を重ねて描くことで「面の
傾き」を表すことができることを確かめましょう。
また、消しゴムを使った表現を試してみましょう。

ビンの一部だけを、鉛筆でデッサンしましょう。
「鉛筆のタッチの重なりによる、ビンの形の表
現」と「消しゴムを使った、ガラスの光沢の表現」
を意識して描いてみましょう。光の当たり方や反
射を意識して、自分好みの状態を見付けて描きま
しょう。

取
り
組
む
上
で
気
を
付
け
る
こ
と

鉛筆の線の重なりや消しゴムの使い方によって、様々な鉛筆での表現を目指すための練習です。鉛筆
と消しゴムの使い方によって、様々な質感を表現することができます。鉛筆のタッチの方向、重ね方、
強弱などを意識しながら、描いている対象をよく観察することが、肝心です。

用意するもの
■ カッターナイフで削った鉛筆（6B～2H ぐらいの、硬さの違うものが数本あるとよい）
■ 消しゴム

column

ガラス 木 金属 毛 石膏

関連する教科書のページ
はじめに、教科書を読みましょう。

● 大切なものを描こう（p.9）
● 鉛筆デッサン（p.132-133）
● 静物デッサン（p.134）

課題 3　鉛筆の線の重ね方と消しゴム  課題解説

● 下の判じ絵では、とある江戸の地名を絵と文字に置き換えている。何という地名を表現しているのか、考えて下の
選択肢ア〜オより選び、記号で答えなさい。 解答番号 思考・判断・表現 難易度

解答

● 以下の 枚の浮世絵は歌川広重の連作、「名所江戸百景」に含まれる作品である。それぞれの作品をよく観察し、

描かれているモチーフや構図の組み立てなどから主題を捉えて、それぞれの作品名を下の選択肢ア〜オより選び、

記号で答えなさい。 解答番号 ～ 思考・判断・表現 難易度

解答

選択肢： ア．両国 イ．上野 ウ．日本橋 エ．銀座 オ．浅草

選択肢：

ア．日本橋江戸ばし イ．亀戸梅屋舗 ウ．はねたのわたし 辨天の社 エ．深川州崎十万坪 オ．両国花火
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SSHを想定した題材例を3つと、SGHを想定した題材
例を4つ掲載。社会で生きる美術の力を育むための発
展的な活動が可能となります。

そのまま授業で使えるスライド例が、「絵画 ･彫刻」「デザイン」「映像メディ
ア表現」の各領域に一つずつ付属します。また、「授業スライドのつくり方」
も付属するため、他題材のスライドも簡単に作成できます。

授業準備に役立つ！
授業スライド

課題テスト（レポート）が 20 種以上、ワークシート
が 30種以上付属します。Wordデータもあるため、
ご自身の授業内容に合わせた修正も可能です。

教科書全ページの紙面データが付属します。紙面
上の作品をクリックすると作品画像を拡大できるた
め、作品の細部まで鑑賞可能です。

自習や定期考査で使える
課題テスト（レポート）、ワークシート

作品画像を拡大できる
教科書紙面データ

教科書の全題材の指導案を掲載。さ
らに、現場の先生方の実践事例も11
個掲載しているため、あらゆる題材の
指導と評価に対応できます。

豊富な指導案例

課題テスト（レポート）が 20 種以上、ワークシート
が 30種以上付属します。Wordデータもあるため、
ご自身の授業内容に合わせた修正も可能です。

自習や定期考査で使える
課題テスト（レポート）、
ワークシート
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photo by Osamu Sakamoto ［P6］ 空間概念  期待 画像提供：大原美術
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寺・串本応挙芦雪館 ［P29］ 「愛はとこしえ」シリーズより ①愛はとこしえ
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宴のあと［SOXTE］ ⑤朝が来た。［TWST］ ©YAYOI KUSAMA ［P30］ 
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(1930-2016) ©ARS, NY ［P40］ 風俗図（彦根屏風） 画像提供：彦根城博
物館 /DNPartcom ［P47］ 三代目瀬川菊之丞のお石 ©The Trustees of 
the British Museum / ユニフォトプレス ［P48］ 伐折羅大将（国指定名：迷
企羅）新薬師寺 /㈱Gakken写真資料 ［P51］ Anti Photo: Uwe Walter, 
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空港のピクトグラム ©Berlinfoto | Dreamstime.com ［P62］ 展覧会のポ
スター DESIGN: KAZUMASA NAGAI ［P63, 100］ 東京オリンピック 
Photo: National Crafts Museum / DNPartcom ［P63］ 日本古典芸能団
招聘記念イベントのためのポスター 日本舞踊 ©Ikko Tanaka / licensed by 
DNPartcom ［P64］ ②展覧会のポスター デザイン：笹目亮太郎（TRUNK） 印
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森本は学生時代に、17世紀オランダの画家、レン

ブラント・ファン・レインの作品を実際に目にして、

光と闇によって生み出される空間性や描かれた人

物がそこに存在するかのような立体感に衝撃を受

けたという。青白いライトが照らすキッチンに女性

がたたずむ情景を描いた本作では、今を生きる私

たちの生活の中にある光を捉え、明暗を際立たせ

て表現することで、日常の何気ない一場面に物語

を生み出している。
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　書いた文字が消しゴムで簡単に消せるのは、鉛筆の大きな特
徴です。しかし、消しゴムが誕生したのは、黒鉛が鉛筆として
使われるようになってから 200 年も後のことでした。それま
ではパンくずで鉛筆の筆跡をぼかすように拭き取っていました。
　消しゴムが生まれたきっかけは、1770 年のとある記述から
です。イギリスのジョゼフ・プリーストリー（1733-1804）
という自然哲学者が、天然ゴムに黒鉛の筆跡を擦り取る効果が

あると発表しました。そして、文字を消し去る（rub out）こ
とから「rubber ＝消しゴム」の名を付けたと言われています。
　天然ゴムは、ゴムの木の樹液を固めたもの。当時、まだ発見
されて間もない素材で、実用面での使い道ははっきりとは決
まっていませんでした。パンよりも早くきれいに消すことので
きる天然ゴムの消しゴムが商品化されると、鉛筆はさらに便利
な筆記具になりました。

パンよりも消しやすい！

課題の目的
身の回りにあるものを描くために、鉛筆の線を重ねて描く方法に挑
戦する課題です。描いた後に、部分的に消しゴムで消してガラスの
光沢を表すことにも挑戦してみましょう。

課題 3-1 課題 3-2

課
題
の
説
明

様々な方向に鉛筆の線を重ねて描くことで「面の
傾き」を表すことができることを確かめましょう。
また、消しゴムを使った表現を試してみましょう。

ビンの一部だけを、鉛筆でデッサンしましょう。
「鉛筆のタッチの重なりによる、ビンの形の表
現」と「消しゴムを使った、ガラスの光沢の表現」
を意識して描いてみましょう。光の当たり方や反
射を意識して、自分好みの状態を見付けて描きま
しょう。

取
り
組
む
上
で
気
を
付
け
る
こ
と

鉛筆の線の重なりや消しゴムの使い方によって、様々な鉛筆での表現を目指すための練習です。鉛筆
と消しゴムの使い方によって、様々な質感を表現することができます。鉛筆のタッチの方向、重ね方、
強弱などを意識しながら、描いている対象をよく観察することが、肝心です。

用意するもの
■ カッターナイフで削った鉛筆（6B～2H ぐらいの、硬さの違うものが数本あるとよい）
■ 消しゴム

column

ガラス 木 金属 毛 石膏

関連する教科書のページ
はじめに、教科書を読みましょう。

● 大切なものを描こう（p.9）
● 鉛筆デッサン（p.132-133）
● 静物デッサン（p.134）

課題 3　鉛筆の線の重ね方と消しゴム  課題解説

課題の目的
鉛筆による面表現の基本的な描き方を学ぶ課題です。鉛筆で表すこ
とのできる濃さを意識的に使い分けることで、白黒の表現でも色彩
を表すことができます。

課題 2

課
題
の
説
明

明るさが 9 段階の、白～黒のグラデーションを鉛筆で作成してみましょう。また、色相（赤や青など
の色み）や彩度（鮮やかさ）を、明度（白～黒）のみに置き換える練習をしてみましょう。

取
り
組
む
上
で
気
を
付
け
る
こ
と

白～黒の階調、その多さによって、表現が変わります。

色相や彩度を、明度だけに置き換えて考えます。頭の中で白黒のコピーをとる。そんなふうに考えて
みるとよいでしょう。

用意するもの
■ 鉛筆（HB～2B ぐらいの鉛筆を 1 本だけ）
■ 消しゴム

階調が少ない 階調が多い

課題 2　鉛筆のトーン  課題解説 関連する教科書のページ
はじめに、教科書を読みましょう。

● 鉛筆の表現（p.132）
● 色の三属性（p.154）

●�鉛筆のタッチを重ねてみましょう。
次の図に、鉛筆で明暗を付けましょう。光の方向を意識し、一方向の鉛筆のタッチではなく、複数の方向のタッチを重ね
て描いてみましょう。

私が描いたものは、  でできた  です。

●�描くように、消しゴムを使ってみましょう。
身の回りから、立方体か円柱か球体のものを探しましょう。なるべく一種類の材質でできているものがよいでしょう（例：
ゴムのボール）。ある程度まで鉛筆だけで描き進めたら、「白色で描くように」消しゴムを使って描き進めましょう。

円柱

光の
方向

立方体

光の
方向

球体

光の
方向

八つ切り画用紙へ印刷・コピーする場合、
倍率はA4サイズの 129%となります。 番号	 氏名	

課題 3-1　鉛筆の線の重ね方と消しゴム  制作時間の目安：　　　　　分以上 知識・技能

● 下の判じ絵では、とある江戸の地名を絵と文字に置き換えている。何という地名を表現しているのか、考えて下の
選択肢ア〜オより選び、記号で答えなさい。 解答番号 思考・判断・表現 難易度

解答

● 以下の 枚の浮世絵は歌川広重の連作、「名所江戸百景」に含まれる作品である。それぞれの作品をよく観察し、

描かれているモチーフや構図の組み立てなどから主題を捉えて、それぞれの作品名を下の選択肢ア〜オより選び、

記号で答えなさい。 解答番号 ～ 思考・判断・表現 難易度

解答

選択肢： ア．両国 イ．上野 ウ．日本橋 エ．銀座 オ．浅草

選択肢：

ア．日本橋江戸ばし イ．亀戸梅屋舗 ウ．はねたのわたし 辨天の社 エ．深川州崎十万坪 オ．両国花火

　「高校美術」は、美術での活動や学びを活用して、これ
からの未来に、よりよい自分自身や社会を感じることが
できるような題材を想定した構成になっています。
　生徒が、よりよい自分自身や社会を、願いや希望とし
て考え、表現できるようになるためには、美術の授業だ
けでなく、日常の些細な気づきや、小学校から現在まで
のすべての教科の学びも必要です。
　そのため、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）や
STEAM教育に対応し、理数教科との連携ができる内容
のページや、スーパーグローバルハイスクール（SGH）
やグローバルな視点を養う授業に対応し、今日的な問題
発見・解決能力・デザイン思考を扱う内容のページがあ

ります。他教科との連携や、多様な学びの領域の視点を
生かした題材設定を考えて、年間指導計画を作成するこ
とで、美術の授業はより効果的、発展的な活動となりま
す。
　ここでは、SSHを想定し、理科、数学等で習得した、
自然や空間の理解と関連させるSTEAM教育型の題材と、
SGHを想定し、デザインプロセスやグローバルな視点
と関連させる問題発見・解決型の題材を例示しています。
これらの題材例を参考に、美術教育での創造性の育成を
具体的にイメージし、生徒がそれぞれの夢や願い、主題
に向けて探求できる年間指導計画や題材を作成してみて
ください。

SSH・SGHを想定した創造性を育む年間指導計画の作成に向けて

立て！コピー用紙　「立つ」ための条件
教科書関連ページ：P.46〜47「運慶とミケランジェロ」

授業内容 STEAMの視点：堅牢な構造を考える意味

　A4のコピー用紙が「立つ」ための様々な工夫をし、多様な方法で立た
せ、そこから「立つ」ための条件を整理する授業です。
　コピー用紙を切ったり、折ったり、曲げたり、組み合わせたりして、
紙という材質から「立つ」構造を考えます。数枚のコピー用紙によるチャ
レンジを繰り返すことで、重力や空間の在り方から、「立つ」とはどのよ
うな状況であるのかを考えます。
　日常生活で何気なく見ているコピー用紙の、厚みや重さを考え、素材
という価値として捉え直す題材です。

　紙1枚から、誰よりも堅牢な構造を考え、構成し、立てるための方法
を生み出せることが実感できます。教科書にあるように彫刻の基本は素
材を立たせることですが、建築でも同じです。素材を立たせて、かつ重
力を含む自然環境から人の命を守るためには構造が重要となります。思
考の過程でハニカム構造やトラス構造、中にはシェル構造を自身で調べ
てつくる生徒が出てくる可能性があります。これらを生徒の必要性から
導き出すことがSTEAM教育として大切です。

色の手紙
教科書関連ページ：P.22〜23「感覚と表現」、P.86〜90「色彩の仕組み」

授業内容 問題解決能力育成の視点：不確かな視覚情報と異文化理解

　ある日、赤い色の紙が1枚が「あなたへの手紙」として、封筒に入って
届いたとしましょう。この手紙からどのようなメッセージを受け取れる
でしょうか。「今日は暑いね」、「辛い物食べたよ」かもしれません。では、
青い色の紙1枚だったらどうでしょうか。
　これらの色のメッセージを受け取ることを繰り返した後、数色の色の
塊が置かれているだけのパウル・クレーの作品だったらどんな意味が込
められているかを考えます。そして、その返信の内容を考えて、伝える
際、色紙で色彩を組み合わせた手紙をしたためます。

　視覚的な情報は、誰もが共有できる客観的な情報と、受け取る人によ
って異なる主観的な情報の両方によってもたらされます。特に「こころ」
「いのち」「愛情」等、概念や言語のみで存在するものの認識や理解は、人
によって、成長してきた文化背景によって異なります。主観的に捉えた
情報をノンヴァーバルでどのようにして伝えるのかを考えることも、異
文化間や地域の理解共有を図るようなコミュニケーションの力を育成す
るために必要です。

問いをつくる
教科書関連ページ：P.36〜37「創造の扉　マルセル・デュシャン」、P.54〜55「立体表現の広がり」

授業内容 問題解決能力育成の視点：�問題を見つけるためには理想が必要

　現代アートの作家の作品から、彼らが、社会や自然や自分自身に立て
た問いは何だったのかを考えます。
　抽象作品や、インスタレーションを含め、一見何をしているのかが分
かりにくい作品があります。しかし、その作家が感じた、社会や生命に
対しての不条理や違和感を多くの人と共有しようとした結果としての作
品として捉えると、その面白さは伝わると思います。まずは、教科書に
掲載されているJRやロン・ミュエク等の作品を解説と共に鑑賞します。
その後、教科書に載っていないクリスチャン・ボルタンスキーらの作品
から表現者の「問い」や、なぜその「問い」が生まれたかを考えます。

　地域や社会の中で問題発見する力が求められています。問題を感じる
には、まず自己の理想や夢や願いを持って生活を送り、その上で理想や
夢との違いや違和感が必要です。それがその人にとっての問題、つまり
「問い」になります。
　この題材を通じて、アーティストたちは、何を理想や夢としていたの
かを考えてほしいと思います。高い理想を持つほど、社会や自分自身の
現実との違和感が大きくなるでしょう。作品だけでなく、社会の問題発
見のためには、まずは理想や夢を大きく持つような生き方も大切なのか
もしれません。

私の頭の中かもしれない　新種発見
教科書関連ページ：P.60〜61「気づきに気づく」

授業内容 問題解決能力育成の視点：人間中心に考えるマーケティング

　ヨシタケシンスケ作『りんごかもしれない』（ブロンズ社）や教科書P.60
〜61ページを参考に「りんご」から多様なイメージを広げる遊びをして、
一つのテーマを基に拡散的なイメージを生み出します。
　りんごだけではなく、新種の蝶、新種の魚など、新種の生物を考える
ことで思考を広げます。頭の中で捕まえた新種の動物や植物などを絵に
したり、町や森に置いて撮った写真を使って本当にいるようにつくった
りする活動は地域連携としても活用できます。記者会見をするような鑑
賞会を地域の中で行うこともできるでしょう。

　思考を新たな事実とつなげたり、新たな価値をつくりだしたりするデ
ザインプロセスの枠組みは、価値の生成、循環を示す経営・経済のモデ
ルの基盤と言えるでしょう。新しいビジネスプランの提案として本題材
を活用できます。
　デザインを考えるとき、人の身体や環境、心の在り方等を総合的に捉
え、思いを馳せることが求められます。自分の思い込みだけではなく、
他者のことを考え続ける姿勢はデザインだけでなくマーケティングの基
本事項の一つでもあります。

願いをカタチに
教科書関連ページ：P.7「紙の上で考える」、P.12〜15「創造の扉　パブロ・ピカソ」、P.30〜31「怪異の生き物たち」、
P.42〜43「版を用いて表現を深める」、P.72〜73「優しさのデザイン」

授業内容 問題解決能力育成の視点：�世界や地域の課題を共有し、共に
解決する力

　自分の願いや夢を表現に変えることもアートです。自然の摂理を明ら
かにしたい（P.7）、世界が平和であってほしい（P.12〜15）、自分の子ど
もに健やかに育ってほしい（P.30〜31）、自分の生きた証を残したい
（P.42〜43）、たくさんの人に幸せになってほしい（P.72〜73）など、自分
の願いや夢を叶えるための絵画、彫刻を制作する場合も多いです。
　自分の願いや夢を（自分自身を含め）誰に伝えたいか、そのためにはど
のように伝えればよいかを考えて、主題や材料や表現方法を考えます。

　異なる言語、世代、生活背景の人と共に、課題を共有し、解決する力
が求められています。隣に座っている生徒も異なる生活をしています。
彼とは同じ社会問題を考えても異なる認識や解釈をしていることを前提
に、まずは自分なりの社会との関わり方を作品として伝えます。そして、
他の仲間はどのように自分と異なる関わり方をしているのかを作品を通
して考えます。異なる関わり方をできるだけ多く、認め、受け止めるこ
とがこれからの「共に解決する力」となっていきます。

ティンカリング　作品から材料をつくる・材料から作品をつくる
教科書関連ページ：P.38〜39「組み合わせてつくる」、P.56〜57「サイエンス×アート」

授業内容 STEAMの視点：ティンカリングの面白さ

　身の回りのすべてのものは、必ず素材からできています。電化製品、
文房具、台所用品など、普段の生活で使用しているものを、分解したり、
解体したりして、まずは「素材」に戻します。
　次に自分ならばその素材からどのような作品をつくるかを考えます。
そのとき、仲間と一緒に素材を共有してもよいかもしれません。機能性
や目的を考えて「〇〇をつくる」仲間もいれば、素材を組み合わせている
うちに意味のない面白いものをつくる仲間もいます。その多様さは生徒
それぞれの生き方を意味します。

　STEAM学習を考えるとき、日常の電化製品や素材を「いじくりまわ
すこと（ティンカリング）」から始める場合があります。分解や解体によ
って、ものの仕組みに興味を持ち、その構成要素や機能を活用し、新た
な価値を考える面白さの契機となるでしょう。
　接着する方法を考えるときも、素材の特性に合わせて、材料や用具を
変える必要があります。ボルトやナット、金属の板、プラスチックの棒
等、それぞれ、接着剤の種類や固定の方法を変えることも大切な要素で
す。

光のスケッチ　地球に乗っていることの確認
教科書関連ページ：P.18〜19「身近な風景を描く」、P.78〜79「写真と時間」

授業内容 STEAMの視点：五感で感じた現象を集める

　窓から見える同じ風景を異なる時間帯に、複数枚スマートフォン等で
写真撮影し、異なる光で同じ風景を見つめたときの感じ方の違いを、言
葉や絵画で表現します。
　同じ山を見ても朝方、白昼、夕方で感じ方が異なります。その感じ方
の異なりに心が動かされ、これまで絵画や音楽、文学等の世界で作品が
生まれてきました。
　同じ風景を、時間によって異なる光の環境で見つめることになるのは、
地球が回転しているからです。大きな自然の変化の営みが、私たちの生
活を彩り、私たちの心を豊かに変化させていることを実感します。

　窓からの光や庭のこもれ日を写真に撮ったり、スケッチを重ねるたり
することで、光の強さ、角度等から太陽と生活の関係を五感で感じ取り
ます。
　一見すると視覚のみでの関わりのように思えるかもしれませんが、紫
外線が肌に影響を与えるように、光は皮膚でも感じていますし、太陽の
場所によって、温度が変わり、その結果として風の感じ方も変わります。
　五感で集めた太陽や光の現象の考察から新たな創造を導くことができ
ます。

SSHを想定したSTEAM教育の視点による題材の考え方と授業内容

SGHを想定した問題発見・解決能力育成の視点による題材の考え方と授業内容
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参考資料

指導のヒント

　駅や商店、掲示板など、街の中には多くのポスターが掲示
されている。掲載した作品だけでなく、街中に貼られたポス
ターの中から気に入ったポスターを選び、レポートさせるな
ど、生徒一人一人に生活や社会を見つめさせ、公共性や伝達
性を考えた、ポスターの役割に目を向けさせたい。
　ポスターの制作では、絵の具やコラージュなどによる表現、
レタリング、版画、写真など、多様な表現技法の活用が考え
られる。生徒の既習の表現技法を把握するとともに、教科書
P.129～154の技法・資料のページを活用し多様な表現方法、
技法の情報を提供することにより、生徒が主体的に表現の技
術や技法で表すことができるようにしたい。
　伝えたい内容を、形と色彩、文字で表現するポスターでは、
キャッチコピー（文字）は重要な要素である。全体の構成を考

える段階など制作の早い段階で、掲載作品の文字と主題の関
係に着目させる時間を設定し、キャッチコピー（文字）につい
ても十分考えさせることが大切である。
　なお、指導時数に余裕がない場合は、形と色彩、文字によ
る表現として、ポス
ターに代えてよりサ
イズの小さなフライ
ヤー（ちらし）やダイ
レクトメール（はが
き）などの制作とし
ても展開が可能であ
る。

ポスターの構想について話し合う。

授業の展開例

指 導 案 例

知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準　技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準　発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準　鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞に関する評価規準
態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準　態鑑＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　イラストや写真、文字の形や色、
構成などが感情にもたらす効果や、
伝達したいことや場面を、全体のイ
メージで捉えることを理解している。
技　意図に応じて表現方法を工夫し、
アクリルガッシュなどの技法や特性
を生かし、計画的に見通しをもって
表している。

発　伝えたいメッセージや場面など
を基に主題を生成し、形や色彩、写
真やイラスト、文字などによる伝達
効果を考え、構想を練っている。
鑑　ポスターのよさや美しさを感じ
取り、作者の意図と表現の工夫、効
果などについて考えるなどして、美
意識を高め、見方や感じ方を深めて
いる。

態表　伝えたいメッセージや場面な
どを効果的にポスターに表す表現の
創造活動に、主体的に取り組もうと
している。
態鑑　ポスターのよさや美しさを感
じ取り、見方や感じ方を深める鑑賞
の創造活動に、主体的に取り組もう
としている。

評価規準

目　　標

知識及び技能に関する目標
イラストや写真、文字の形や色、構成などの効果、伝達したいイメージなどを捉え、絵の具などの特性を生かし、
計画を基に表す。
思考力、判断力、表現力等に関する目標
伝えたいメッセージや伝える場面などを基に、形や色彩、写真やイラスト、文字などによる伝達効果を考え、構
想を練ったり鑑賞したりする。
学びに向かう力、人間性等に関する目標
伝えたい内容を効果的にポスターに表す創造活動に、主体的に取り組む。

時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法

導入

1
時間

●�教科書P.72「VICTORY」とアイデアスケッ
チ、P.73「東京オリンピック」と撮影のタイ
ミングの異なる写真を鑑賞し、ポスターの
役割と機能について考え話し合う。

●�教科書の参考作品を鑑賞し、イラスト、文
字（キャッチコピー）の配置や配色など、ポ
スターを構成する要素とその効果について
知る。

●�情報伝達手段としてのポスターの機能（公
共性・伝達性）に気付かせる。

●�街中に貼られた気になるポスターや、気に
入ったポスターなどについても発言させる。

●�ポスターの構成要素について、教科書の作
品を例示しながら具体的に説明する。

　　�活動の様子、ワークシ
ート

　�発言、ワークシート

展開①

2
時間

①�身近な環境問題など、人に伝えたいメッセ
ージに関して全体構想を練る。

◦�身近な環境問題からどのような主題が生成
できるか、思いついたイメージや言葉を付
箋に書き出し、イメージマップを作成。さ
らに、イメージマップからスケッチブック
に複数のアイデアスケッチ・コピー（文案）
を考案。

◦�次回までに収集・準備する参考資料を検討。

●�漠然とした「環境問題」ではなく、自分自身
の生活の中での課題や問題点などから伝え
たいメッセージを想起させる。

●�コピー（文案）は簡潔に、説明的になりすぎ
ないように注意する。

　�アイデアスケッチ、制作
中の作品
　　�活動の様子

展開②

6
時間

②全体構想図（原案）の考案
　�複数のアイデアスケッチの中から、アイデ
アを複合したり絞ったりし、より詳細なア
イデアスケッチを作成。

③レタリング（文字）レイアウト
◦�教科書P.149「文字の基本」参照
④下描き
⑤配色計画・彩色
◦��教科書P.142・143「アクリル絵の具の可能
性」参照

⑥完成

●�ポスターで伝達すべき要件（5W 1 H）など
について確認させる。

●�教科書P.150〜151「美の秩序」P.152〜154
「色彩」なども参照させ、展開①の全体構想
を段階を追って具現化させる。

●�制作用紙にアイデアスケッチを写し、原寸
での文字の大きさやバランスなどを再確認
させる。

●�塗り重ねられるアクリルガッシュの特性を
生かし、文字の部分は塗り残さず、画面全
体を塗ってから文字を塗り重ねさせる。

　　�制作中の作品

まとめ

1
時間

●�完成したポスターを相互に鑑賞する
◦�グループで互いの作品を鑑賞し合い、それ
ぞれのよさを話し合う。

◦�グループ鑑賞で気付いたことを全体発表す
る。

●�一人一人のよさを認め合うとともに、さら
によりよいポスターにするための改善策に
ついても話し合わせる。

　　�発言、ワークシート
　�発言、ワークシート

態鑑

鑑

発

態表

知技

態鑑
鑑

準 備 物

生徒：�教科書、アクリルガッシュ、スケッチ
ブック、テーマに関する参考資料（写
真など）

教師：�参考作品、ワークシート・制作プリン
ト、配色カード、レタリング字典、四
つ切りケント紙

メッセージを伝えるポスターをつくろう

配
色
カ
ー
ド
。

授業時数
時間10

題材解説・指導案例

● 表現・鑑賞／デザイン

　インターネットの普及により、いつでも必要な情報を
手に入れることができる時代となり、情報発信の手段も
Webページや電子メールなどの活用が多くなった。し
かし、高齢の人や児童などには、ポスター等による伝達
が欠かせない。さらに、同時に多数の人が見る、地域を
限定して情報を発信するなど、ポスターは情報通信ネッ
トワークとは異なる魅力的な情報伝達媒体でもある。

　ポスターによる表現では、形、色彩、文字、イラスト
レーション、写真など授業で学ぶ様々な造形の要素や創
造的な技能を総合して表現することとなる。
　掲載したポスター作品を、伝達するメッセージの視点
で鑑賞し、表現の工夫に気付かせる。ポスターが社会に
果たす役割や責任などを考え、主題を生成し、イラスト
や写真と文字などを組み合わせ創造的に表現させたい。

このページのねらいについて

文字、形や色、イラストや写
真などの構成を工夫し、伝え
たいメッセージが端的に伝わ
り印象に残るポスターを制作
しましょう。

ポスターで伝える

▶教科書 P.72〜75
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題材解説・指導案例
ポスターで伝える

指導のヒント

　自己の内面を探り、表したい思いや感情を基に手の表情を
表現することに関心をもたせ、手の構造を客観的に観察しな
がら、ワークシートを活用したり、繰り返しスケッチに取り
組んだりしながら、主体的に主題を生成できるようにする。
　形体や構成などを創意工夫して表情のある手をつくるため
に、スケッチを生かし、特徴を表すためのポーズや構成を工
夫しながら構想を練ることができるようにし、構想を確かめ
ながら材料や用具の使い方を工夫して表現させる。また、形
体、量感や質感、動勢や塊（マッス）などの造形の要素につい
ての理解を深めさせたい。
　制作に当たっては、対象の量感や質感、動勢や塊（マッス）
などを表せるようにするとともに、全体を大きく捉えながら
細部を確認したり、細部を表現しながら全体を捉え直したり

するなど、試行錯誤を繰り返しながら材料や用具の特性を生
かして効果的な表現を追求させたい。
　塑造では、表面処理などにおいて偶然できた表現のよさを
生かしたり、イメージを形に表していく中で構想を練り直し
たりするなどすることが大切であり、思いや感情などを表す
ために、塑造の材料や用具の効果を生かした表現方法を試さ
せ、粘土などの材料の特性、ヘラなどの用具の特性と使い方
などについて体験的に理解を深めさせ、粘土などの肉付けは、
付けたり削ったりしながら指やヘラなどの跡を生かし、質感
の表現を工夫させたい。
　鑑賞では、参考作品の表現の工夫とよさや美しさを基に、
作品分析や鑑賞の視点を明確にもたせ、自分の作品を分析さ
せ、他者の主題と表現意図や工夫の相違点を確認させる。

授業の展開例

指 導 案 例

目　　標

知識及び技能に関する目標
形や質感、量感、重心やバランス、動勢などの効果、全体のイメージなどを捉え、粘土などの材料の特性を生か
して表す。
思考力、判断力、表現力等に関する目標
対象の表情や動きから感じ取ったイメージなどを基に、形や質感、重心などの効果を考え、構想を練ったり鑑賞
したりする。
学びに向かう力、人間性等に関する目標
表情や動きを捉えて粘土で表す創造活動に、主体的に取り組む。

時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法

導入

2
時間

◦�教科書掲載の作品などから工夫を読み取る。
◦�思いや感情を表すためのポーズを取りなが
ら、形体や構成の表し方の構想を練る。

◦�いろいろな角度から手をよく観察し、指の
長さや手の甲、手のひらの大きさ、関節の
位置などの構造を捉えてスケッチする。

◦�塑像の作品の人物の表情や動物の動きなど
から生命感や存在を感じ取らせる。

◦�自分の思いや感情などをワークシートに書
き出すなどし、それをどのようなポーズで
表すのかを考えさせる。

◦�いろいろな方向から手を観察させ、スケッ
チに取り組ませながら、手の構造について
理解を深めさせる。

　　�活動の様子、ワークシ
ート

　　�活動の様子、ワークシ
ート

展開①

2
時間

◦�スケッチを基に、手をより深く観察し、関
節の位置や大きさのバランスを確かめなが
ら芯材をつくる。

◦�芯材をつくる材料の特性を生かして、手の
表情を表すための形と構成の構想を練る。

◦�スケッチを生かしながら、手の特徴を表す
ための芯材のつくり方を工夫させる。

◦�芯材の材料や用具の特性を理解させ、塑造
のための効果的な芯材がつくれるようにす
る。

　�アイデアスケッチ、制
作中の作品

展開②

6
時間

◦�手のポーズを確認しながら、粘土を粗付け
する。

◦�塑造の材料や用具の特性を生かして、全体
の形体や構成、バランスを確認しながら粘
土を付ける。

◦�手の構造をしっかり確認させ、表したい表
情を表現するために、構想を練りながら表
現を工夫させる。

◦�形体、量感や質感、動勢や塊（マッス）など
の造形の要素について理解させる。

◦�材料や用具を効果的に活用させながら、主
題を追求して表現を創意工夫させる。

　　�制作中の作品

展開③

4
時間

◦�主題を基に、表情を表すための手の動きや
指の方向などを確かめ、材料や用具の特性
を生かし、量感や質感などを表し、仕上げ
をする。

◦�表したい思いや感情などを表現するために
材料や用具の特性を生かしながら、動勢や
塊（マッス）、量感や質感の表現を工夫させ
る。

まとめ

1
時間

◦�自らの制作過程を振り返り、作品の表現意
図と表現の工夫について分析する。

◦�他者の作品を鑑賞し、主題と表現の工夫に
ついて考察する。

◦�参考作品の表現の工夫とよさや美しさを基
に、作品分析や鑑賞の視点を明確にもたせ
る。

◦�自分の作品を分析させ、他者の主題と表現
意図や工夫の相違点を確認させる。

◦�作者の心情や意図と表現の工夫などを読み
解かせ、作品のよさや美しさを創造的に味
わわせる。

　　�活動の様子、ワークシ
ート

　�発言、ワークシート

態鑑

態表

発

知技

態鑑

鑑

準 備 物

生徒：�描画材料（鉛筆、コンテ、マーカーなど）
教師：�参考作品、描画材料（スケッチ用紙など）、塑造材料（粘土など）、芯材材料（角材、板、木片、針金、ねじ、

しゅろ縄、芯棒アングルなど）、塑造用具（ヘラ各種など）

表情のある手をつくろう～心の中の思いや感情を手の表情で表現しよう～

授業時数
時間15

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　形や質感、量感、重心やバラン
ス、動勢などの効果、全体のイメー
ジや作風、様式などで捉えることを
理解している。
技　意図に応じて、粘土などの材料
の特性を生かし創意工夫し、主題を
追求して創造的に表している。

発　対象の表情や動きから感じ取っ
たイメージなどを基に主題を生成し、
形や質感、量感、重心やバランス、
動勢などについて考え、創造的な表
現の構想を練っている。
鑑　塑造の特性を生かした作品のよ
さや美しさを感じ取り、作者の心情
や意図と創造的な表現の工夫などに
ついて考え、見方や感じ方を深めて
いる。

態表　対象の表情や動きから感じ取
ったイメージなどを基に、塑造で表
す表現の創造活動に、主体的に取り
組もうとしている。
態鑑　塑造による表現の特性、造形
的なよさや美しさを感じ取り、作者
の表現の意図や工夫などについて考
え、見方や感じ方を深める鑑賞の創
造活動に、主体的に取り組もうとし
ている。

評価規準

知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準　技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準　発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準　鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞に関する評価規準
態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準　態鑑＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準

題材解説・指導案例

● 表現・鑑賞／彫刻

　対象の表情や動き、独特の雰囲気などを感じ取り、彫
刻のよさや特性を生かして、生命感や存在感のある塑造
を制作する。
　対象の形や構成をよく観察し、表情や内面を深く見つ
め、その形体や内面の感情などを立体で表現することに
関心をもち、客観的に観察しながら主体的に主題を生成
し、形体や構成などを創意工夫して塑造をつくるための

構想を練らせる。
　材料や用具を活用しながら主題を追求して表現を創意
工夫させ、目的や意図に応じて特性や効果を生かしなが
ら、形体、量感や質感、動勢や塊（マッス）などの造形の
要素についての理解を深めさせ、表し方を工夫して表現
できるようにする。

このページのねらいについて

人物の表情や動物の動きなど
から生命感や存在感を感じ取
り、粘土の特性を生かして塑
像を制作しましょう。

塑造で表す

▶教科書 P.58〜59
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題材解説・指導案例
塑造で表す

派の絵師である。若き日には看板絵などで生計を立てる苦労も
経験し、江戸大火ののち、増上寺の子院である源興院に夫婦で
身を寄せたと伝える。嘉永3（1850）年源興院の仏堂に「十六羅
漢図」を制作したのを契機に、源興院の法誉了瑩上人より「五百
羅漢図」百幅の制作を依頼され、嘉永6（1853）年よりその制作
を開始する。そのとき一信は、古都鎌倉の名刹に収められる
数々の羅漢図古画や本所・五百羅漢寺の諸像を実見の上学習し、
それらが仏教本来のインドではなく中国の風俗に置き換わって
いる点を指摘している。なお、当該時代である幕末期の開国へ
向けた激しい社会的動乱をうかがわせるかのように、狩野派風
を基本としながらも他方で西洋由来の陰影表現も取り入れるな
ど、過去の羅漢図とは多分に異なるエキゾチックな画趣を伝え
るものとなっている。
　色彩も豊麗で、一部に近代をも先取りした表現を認めること
の可能な一信の作例は非常にインパクトが強く、現代人である
我々も大いに刺激を受けるところがある。先人であるこの一信
の異色作に挑むことになった村上隆の作品だが、造形面では一
信に限らず過去のあらゆる羅漢図や、仏画、漢画の諸作例はい
うまでもなく、世界中の絵画作例にまで図像の取材範囲を広げ、
とりわけ現代社会に普及するサブカル系の作品などからも幅広
く素材を集めている。さらに、見るものの視覚を刺激するどぎ
つい色彩や奇抜な形態を強く前面に押し出すことで、「スーパー
フラット」を提唱する21世紀の村上ワールドを代弁するような、
巨大かつ横長の羅漢図として創造された。まるで妖怪かと思わ
せるような姿かたちの、大小とりどりの羅漢たちが、一人残ら
ずこちらに正対して読経するさまは奇異であることこのうえも
ないが、他方で同時に、本図制作の契機となった東日本大震災
後の日本人が共有した祈りの心性をも、象徴するような作例と
なっている。� （内藤�正人）

　村上隆の「五百羅漢図」は、徳川将軍家
菩提寺である増上寺に所蔵される江戸時
代末期の狩野派絵師、逸見（狩野）一

かず

信
のぶ

が
描いた百幅の掛軸（「五百羅漢図」）にイン
スパイアされて制作されたものである。
したがってまず冒頭では、古来描かれた
五百羅漢図について説明する必要を感じ
る。
　そもそも、仏教に説く羅漢とは、すべ
ての煩悩を絶った聖人のこととされ、元
来は釈迦その人も羅漢の一人に数えられ
たという。サンスクリット語の「アルハ
ット」を中国で音写した「阿羅漢」が略さ
れて、羅漢と呼ばれるようになったが、
のち時代を下ると定義を変えて、羅漢は
すでに煩悩を滅するものの釈迦の如き一
切智（一切を知るもの）ではなく、戒律を
守って釈迦の教えを護持するものたち、
とされた。ことに、日本に招来された大
乗仏教では、悟りの境地を得るために、
涅槃に入ることなく現世で厳しい修行に
身をやつす彼らの姿が、多くの人々の尊
崇を集めている。
　信仰の対象とされた羅漢には、十六、
十八、あるいは五百といった定数が与え
られ、それぞれ崇拝された。功徳を備え
た仏教の守護者である羅漢は、多くの在
俗信者たちに対して大果報を与える有り
難き存在であることから（これを中国では福田思想という）、仏
や菩薩と並んで羅漢も信仰の対象に加わり、時代に伴い数的に
拡大していったと推測される。あるいは他方では、修行者であ
る羅漢が仏・法・僧のいわゆる三宝への帰依を説く仏教におい
て、ある意味で「僧」に重なる存在として親しまれるという側面
があったといえよう。
　なかでも、五百羅漢の信仰は中国の五台山を軸に隆盛したが、
当然羅漢がさまざまな画像や彫像にあらわされる事例も展開し
ていく（唐末から五代以降に盛行）。他方、我が国における羅漢
像は当然ながら仏教伝来の6世紀以降となり、現存例では8世
紀の法隆寺金堂の小壁「山中羅漢図」などが最古と認め得るもの
の、像そのものはいまだ釈迦の弟子、すなわち比丘形の像であ
る。つまり、のちに大乗仏教では普遍的となる、痩せさらばえ
た修業者としての羅漢の像容は、中国での関連像の成立以降、
10世紀後期を下った時代からようやく一般化していった。その
例は、たとえば天台僧奝
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が宋から招来した「十六羅漢図」（清
凉寺蔵）などをあげることができよう。この時代の信仰の例で
は、平安貴族で権力者であった藤原道長が寛仁3（101９）年に
「十六羅漢供」を営んだと記録にあり、羅漢信仰に病気平癒や弥
勒信仰などとの相関を指摘する向きもある。
　羅漢供はそののちも貴族たちの間で執り行われる一方、中世
より我が国で本格化した禅宗においても、あの栄西が羅漢会を
修したと伝えるなど、新たに武家社会における羅漢信仰の普及、
浸透が見受けられる。絵画としての羅漢図も、中国からの舶来
画、日本で制作の作品などが比較的多く残されるようになり、
羅漢図の基本様式である禅月様（禅月大師の名に因んだ、奇矯
な画風の羅漢像）、龍眠様（李龍眠の名に因んだ、濃彩を用いた
より写実的な羅漢像）などがそれらの作画に用いられた。
　さて、幕末の絵師逸見一信（181６－18６3）は、江戸の商家に生
まれ、御用絵師狩野派の一派、猿屋町代地狩野家に学んだ漢画

たのである。他方、急造された新興都市である江戸は、確かに
徳川政権の新たな政治の要衝とは成り得たものの、残念ながら
江戸市中の景観はいまだ名所の少なさもあってか、作画例は意
外にも寡少であった。ただそのようななかでも、例外的に江戸
前期に大画面の屏風絵として描かれた作品として、二つの希少
な江戸図が知られている。その一は現在国立歴史民俗博物館に
所蔵される作品（「江戸図屏風」）で、この作例は考証により、三
代将軍徳川家光の生前の事績をその没後に顕彰する意図で制作
された可能性が高いとされる。そして、もうひとつの屏風が
「江戸名所図屏風」と呼ばれる作品で、前者とは表現や描写の点
で大きく異なっている。
　「江戸名所図屏風」は寛永年間（1６2４－４４）ごろの、ごく初期の
江戸の模様を八曲一双の中屏風に描く作例で、その主眼は多く
の「洛中洛外図屏風」同様、無名の人々の生活風俗の描写に向け
られている。画中には総計二千人以上の人物が描き込まれてお
り、発展途上の新しい武都が全国から集まってきた人々でひし
めき合うさまを、群衆の熱気とともに描き出している。このこ
ろ、急速に膨れ上がる江戸の人口は、屏風右隻の上野、隅田川
から左隻の芝浦、高輪辺までほぼ海岸沿いに展開する市街地に
集まっており、画中にはたとえば、往時大人気であった若衆
（美少年）歌舞伎の熱狂ぶりや、湯女風呂と呼ばれるサービスの
隆盛などが描かれ、まさに寛永期ごろの江戸の賑わいを伝えて
くれる。神田明神、日本橋や銀座といったお江戸自慢の名所を
とりあげ、引き続き膨張を続ける都市全体のようすは、確かに
あの「洛中洛外図屏風」に倣ってつくられたものといえるだろう。
しかしながら、都びとたちの上品さに比べるといまだ荒々しい
活気に満ち、画中のそこかしこから人々の赤裸々な日常会話が
聞こえてきそうな、生きた江戸の貴重な姿がそこにはある。
　明暦の大火（1６5７年）以前の都市景観をとらえる作例としても
重要なこの「江戸名所図屏風」は、制作依頼者として福井藩の大
名または重臣、あるいは旗本向井将
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などの説が提起されてい
るが、いずれにせよ江戸の実景を把握している、江戸贔屓の富
裕な人物が描かせたことだけは間違いない。なお浮世絵誕生以
前に描かれる本図の作者は不明ながら、その人物描写には往時
評判の絵師、岩佐又兵衛の画風を微かにうかがわせるところも
認められる。岩佐又兵衛は「洛中洛外図屏風」（舟木本）の画者で
あり、浮世絵前派として数々の風俗画に長じたこと、最晩年は
江戸の地に暮らしたことなどが知られ、やはり本図の成立に間
接的に影響していると推測される。

（慶應義塾大学教授　内藤�正人）

　ヨーロッパでは、人の暮らしを描く風俗画は、ブリューゲル
らの時代である1６世紀以降に徐々に盛んとなっていく。風俗画
そのものが、他の主題を描く絵画に比べて遅咲きであるのは、
本来美術が宗教と密接な関係を結んでいた中世までの時代が終
焉を迎え、新たに人間中心主義であるルネサンスが始まったこ
とと決して無縁ではない。
　興味深いことに、西洋でそのようにして風俗画が本格的に描
かれるようになる時代は、日本でも風俗画とおぼしき作例が産
声をあげる時代とほぼ重なる。無論それ以前の日本でも、人間
の暮らしは遠い古代より、たとえば物語絵や社寺の縁起絵など
のなかに描かれたものだが、作画された同時代の風俗、つまり
人間の生活風俗を第一の関心事とする絵画作例は、西洋と同じ
でそれまでほとんど描かれることはなかったのである。
　我が国における風俗画は、当初は名所図の展開のなかで育ま
れている。たとえば中世、室町時代後期以後、京の都を俯瞰し
て捉える大型の屏風絵が公武の富裕層の間で人気となり、盛ん
に描かれるようになる。平安京以来の歴史ある都市は日本随一
の繁栄を誇り、街中には数多くの名所を擁していたが、それを
一望できるパノラマ図として、しかも単なる地図ではなく、あ
くまでも人々が息づく街の景観を描くそのような屏風は、都の
市街地とその周縁とを併せ描くことから「洛中洛外図」と呼ばれ
る。現存最古の作例が1６世紀前期まで遡るこの「洛中洛外図」は、
その後江戸時代後期に至るまでの数世紀もの間、膨大な数量が
繰り返し制作されていった。天皇の暮らす皇都を鳥瞰する名所
景観図として、たとえば戦国期には織田信長が上杉謙信へ「洛
中洛外図屏風」（国宝）を贈っていることも知られるが、それは
おそらく、歴史ある王城を制するものこそがこの国を治める、
という意味合いが重ねられているとみられ、その後も権力者や
為政者たちが長く「洛中洛外図」を好んだ理由の一端を示すもの
と言えそうである。
　ところで、「洛中洛外図」や地方の名所図などをみると、純粋
な風景のみを描いているというわけではなく、先ほど触れたよ
うに、そこで生活を営み、あるいは遊山見物をするたくさんの
人々が描き込まれている。封建の世の諸階層、さらには老若男
女が息づくその様は、基本的には図が描かれたときの人事風俗、
つまり、髪型や着衣にて描写される。その点に関心を抱くとす
れば、「洛中洛外図」などの名所景観図は、いわゆる風俗画の要
素を兼ね備えていることが明らかとなるのである。もっとも、
景観図が風俗画としての要素をさらに強めていくためには、た
とえば加茂神社の神事である競馬の賑わいや、四条河原に小屋
掛けの立ち並ぶ歓楽街の雑踏など、特定の名所に限定して画中
の人物を大きく描き出す、
という方向性が不可欠であ
った。こうした流れは最終
的には、女性中心に人物の
みを描く文字通りの風俗画
にまで辿り着き、それが江
戸期に入ると浮世絵の誕生
を強く誘発することになる
のである。
　さて、江戸時代に入って
も、引き続き「洛中洛外図
屏風」の需要は高かった。
多くの由緒あるランドマー
クに恵まれた都はそれほど
までに魅力的であり、その
絶対的優位は揺るがなかっ

十六羅漢像
（国宝・8幅のうち）　清涼寺蔵

左：第22幅　六道地獄［前期］
右：第50幅　十二頭陀露地常坐［後期］
逸見一信（1816〜1863）　　　増上寺蔵

洛中洛外図屏風（上杉本）　狩野永徳　米沢市上杉博物館蔵

COLUMNCOLUMN 五百羅漢図―その伝統と、新たな創造への挑戦「江戸名所図屏風」の意味するもの
―江戸の都市景観図、そして江戸風俗画の機能
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の便利な機械製品の延長では単なるサービスになってしまう。
初めはおもちゃのようだ、と批判もされたが、今では様々な地
方都市で走行実験をすると、すぐに街の人気者になり、子供達
から手を振られ、高齢者に「よくきたね」と頭を撫でられたりす
ることもあるという。
　こうした“優しさのデザイン”が生まれた背景を一言で語るの
は難しいが、まず理由の一つとして脳裏に浮かぶのは、人々の
生活イメージが未来志向から現実的な志向へ変化したことでは
ないだろうか。ニュースを見れば温暖化などの環境問題をはじ
め多くの社会不安が目白押しである。人々は欲望に身をまかせ
たこれまでの過度なモノづくりに疑問を持ち、身の丈にあった
無理のないデザインを求めるようになった。“リアルな美”、今
の時代を強いて言えば思いつく言葉である。

物語と体験が基本、仕組みをつくるデザイン
　デザインは生活改善運動である。それはITデジタル社会と
なった今も変わらない。伝統からモダンな暮らしを目指した戦
後のようなダイナミックな運動ではないが、モノづくりだけで
なく、より幸せな社会を目指す仕組みづくりまで、その運動は
拡大している。
　いじめや差別、貧困や格差、ジェンダーや身体的障害のよう
な一人ひとりに身近な問題から、自然環境、国際化、災害対策
のような大きな問題まで、社会には様々な問題が山積するが、
まずは各地域が抱える小さな問題を改善する仕組みをつくるデ
ザインが先決である。仕組みづくりはモノ優先ではない、物語

（コト）と体験が基本である。
　地域のデザインにおいて、大切なのは観察する眼差し、身体
を使ったフィールドワークである。例えば当たり前と思ってい
る地域の暮らしを改めて観察し、そこにある美しい風景や残し
たい宝（風習や名物など）を、物語や体験を通して再構築するこ
とである。
　教科書74〜75頁の梅原真氏の仕事もまさにそんな地域の宝探
しからスタートしている。日本各地や海外で様々な研鑽を積ん
だ後、1988年に故郷高知に戻り「土佐一本釣り・藁焼きたたき」
プロジェクトという、地元の宝を改めて再発見した視点が、今

の梅原デザインの原点に他ならない。特に「一次産業×デザイ
ン＝風景」をモットーにした氏独自のデザイン哲学は、これか
らの地方創生に大切なヒントを与えてくれる。

これからのデザインは交差した共創から
　産業革命から派生した未来思考は世論を高揚させ、過去の暮
らしや伝統様式を壊してきた。それにより安全で便利な世の中
を手に入れたのは確かである。がその一方、経済優先発想から
つくられたモノは記号化し、誰も望まない高機能な製品やキッ
チュな品々となり、数ヶ月でゴミと化す。そんな負の連鎖が、
我々の社会を襲い人々が心を痛めているのも間違いない。
　本当の意味での未来ビジョン（仕組み）がないままにモノだけ
が未来思考で歩んできた結果である。モノづくりと未来ビジョ
ン（仕組み）は一体でなくてはならない。モノづくりは川の流れ
でたとえると川下の作業であり、川上の豊かな水質、つまりは
良き仕組みがあってこそ、暮らしを彩るモノは育まれるのであ
る。
　豊かさを手に入れた現代ほど、未来ビジョンを語るのが難し
い時代はない。先に暗示した“リアルな美”はまだ抽象論である。
先の読めない不確実な時代は今後も続くだろう。
　そうした中、すべての人が公平で幸せな社会をつくることを
願い、デザインは社会をつくる生活改善運動へと舵を切りだし
た。物欲という物理的豊かさから、優しい社会という精神的な
豊かさへのシフトチェンジである。
　年々芸術やデザインの数値化できない“もうひとつの知”に対
し、様々な分野から注目が集まっている。これからのデザイン
に必要な人材は、これまでのように美術領域の学生だけでは片
肺である。工学や哲学、社会学など、学生から社会人まで、専
門性が交差した様々な人々の共創が新しいデザインには不可欠
である。仕組みづくりをはじめとしてデザインのフィールドは
今後ますます広がっていくだろう。まずはスタイリング（カッ
コイイ）に偏った過去のデザイン像を捨て、学生達への指導を
おこなっていくことが大切ではないだろうか。

（東京藝術大学教授　長濱 雅彦）

　「これからはデザインの時代や」、米国視察を終えた松下幸之
助（1894〜1989）は、空港で出迎えた社員にそう断言した。戦後
間もない1950年代初頭の有名な逸話である。まだ日本ではデザ
インという言葉が知られていなかった時代である。米国の百貨
店を視察した際、性能は同じでもデザインが良い製品は人気が
あり、しかも高く売れる、それを後の“経営の神様”は目の当た
りにしたのだ。
　松下電器産業を皮切りに、50年代後半には日本のメーカーは
次々とデザイン部を創設、大量生産のデザインが展開される。
モノを「三種の神器」と崇めたほど、電化製品など新たな道具の
威力は凄まじかった。主婦たちの家内労働は確実に軽減され、
同時にモダンで明るい暮らしがもたらされていく。
　その後の日本の発展は今さら言うまでもないだろう。工業化
社会絶頂のバブル期は世界で一人勝ちをおさめ、メイドインジ
ャパンは独自の軽薄短小デザイン（ウォークマンなど）を産み出
すなど世界を席巻した。マイホームにマイカー、お気に入りの
ブランドで装い、好きな音楽までも自分に身に付けてきた。
　しかし、大衆消費社会という大きな塊は、80年代以降その消
費の中心が家族単位から個人単位へとシフト、小石のような大
きさに変わる。さらにその姿は年々砂状化し、もはや消費者の
姿が認識できない状態になっていく。個人の欲望は消化不良を
おこし、モノづくりが主体のメーカーは霧の中に迷い込んでし
まった。誰に向け一体何を作るべきか、先が見えない不確実性
の時代を迎えている。

産業革命が生んだ“速さの美”
　デザインの誕生は産業革命と切り離しては語れない。イタリ
アの未来派の詩人マリネッティ（1876〜1944）は、産業革命の産

物、自動車を「《サモト
ラケのニケ》よりも美
しい」と賛美した。機
械化が産み出した自動
車の影響は想像を超え
ていた。新しい暮らし
に未来形というイメー
ジを付加し、人々にか
つてない“速さの美”と
いう様式を定着させた。
それがデザイン＝“ス
タイリッシュ（カッコ
イイ）”という言葉に転
化されていく。
　1909年、マリネッテ
ィがイタリア全国紙で
行った未来派宣言は、
過去の芸術を否定し、
機械文明による新しい

松下電器産業の掃除機MC-1000（1965）。当時としては画期的なプラスチ
ック製ボディ。車のような流麗なフォルムが印象に残る。

芸術を支持した。様々な文化、学問に影響を与え、ファシズム
などの哲学もこの運動の影響下で誕生したと言われている。
　その後、機械生産による質の高い製品づくりは、モダニズム
というインターナショナルな未来様式としてバウハウス（1919
〜33・ドイツ）などのデザイン学校へ伝承され、２0世紀の芸術
運動として発展してきた。
　日本においても『口紅から機関車まで』（1951）の著作で知られ
る工業デザイナー、米国のレイモンド・ローウィ（1893〜1986）
によって数々の未来様式が伝えられた。

　彼はMAYA（Most Advanced Yet Acceptable）「先進的では
あるがぎりぎり受け入れられる」というデザイン思想を提唱。
この大衆消費社会に目標を置いたデザイン思想は、多くのメー
カーに浸透し、大衆を魅了するカタチがつくられていく。もは
やデザインなくしてメーカーのモノづくりは体を成さず、事実

『口紅から機関車まで』の日本語訳は、後の外務大臣、経済企画
庁長官・藤山愛一郎（1897〜1985）が自ら手がけ、デザインの意
義を国内外に発信した。

“優しさのデザイン”の背景
　このようにデザインは未来を切り開く先導役として役割が与
えられ、暮らしの前

さき

々
ざき

を常に切り開いてきた。経営の神様がデ
ザインの可能性を見出し70年の歳月が流れた。そしてその価値
観は、昨今の社会不安やITデジタル社会の到来などで、速さ
に魅了されてきた姿勢から徐々に変化し始めている。
　実際市場を見渡した時、以前より穏やかなデザインの日用品
や電化製品が多くなったことに気づく。それらは市場で勝ち抜
くための華美で先端的な造形から離れ、マイルドで温かさを持
つ。これも今の流行と言ってしまえばそれまでだが、かつてな
いデザインの傾向と言えるだろう（ユニクロや無印良品などの
影響も、それらを牽引しているのか）。
　教科書7２頁の体温計はそんな新しいデザインの流れを十分に
感じる代表例で、洗練された造形美が目を引く。液晶の数字も
高齢者にも見やすく、工業製品の突き放した冷たさはない。ま
るでパートナーのように人に寄り添う丸みを帯びた形状は“優
しさのデザイン”という言葉がピッタリ当てはまる。
　また73頁の買い物支援の宅配ロボットのデザインも、ロボッ
トという未来のプロダクトであるにもかかわらず、“優しさのデ
ザイン”として地域社会を活性化する観点から注目されている。
　当初、試作機一号は先端ロボットらしくクールなデザインで
あったが、走行実験で、作者は違和感を覚えたという。「ロボッ
トはサービスマシンではない」。
　ロボットと人による共生社会は、一方的なサービスではなく、
互いをおもいやる関係がなくては成立しない。ロボットデザイ
ンも例えば表情や声によるインターフェイスが鍵で、これまで

ローウィがデザインした
流線型の鉛筆削り（1934）。
速さのデザインが見て取
れる。MAYA段階は「新し
いモノの誘惑と未知のモ
ノに対する怖れ」との臨
界点である。

“モノより思い出。”というコピーが流行したのは、20世紀末から（日産自動車：セレナCM／1999
〜）。モノではなく、“体験”が望まれている時代になったことを消費者に印象付けた。

「某新婚家庭物品一切しらべ（Ⅰの室）」
大正から昭和にかけて活動した考現学で知られる
今和次郎は、庶民の暮らしをスケッチや図表など
で記録し、そこを出発点として、新しい建築やデ
ザインへつなげることの大切さを説いた。

機銃掃射
をも圧倒

するかの
ように咆

哮する自
動車は、

《サモト
ラケのニ

ケ》よりも
美しい。

フィリッポ
・トンマー

ゾ・マリネ
ッティ

UN AUTOMOBILE RUGGENTE, 

CHE SEMBRA CORRERE SULLA MITRAGLIA, 

È PIÙ BELLO DELLA VITTORIA DI SAMOTRACIA.

COLUMN デザインの役割　不確実性の時代の中で
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教科書掲載作品の深掘りや、これからの時代に求め
られる美術教育についての提言など、授業を深めるヒ
ントが満載のページです。

SSH･SGHを想定した題材例

充実のコラムページ

この授業で大切なこと

心情や人柄はどこから感じられるのかを
読み取ろう！
これから参考となる作品を鑑賞していく中で、どんな構
図やポーズ、その他の工夫がその人物の心情や人柄を表し
ているかを読み取ってみよう

心情や自分らしさはどうすれば表せるかを考え、
ポーズや構図などを工夫しよう！
自分の心情や自分らしさを表せる構図、ポーズ、表情、
服装、髪型、背景、色合い、筆使いなどを工夫しよう

！

！
予定と提出物
（作品、キャプション、課題に作品写真と解説を投稿）

人物作品の鑑賞
アイデアスケッチ
作品の制作
作品の発表〜互いの作品の鑑賞〜

０

１

２

３

４

自画像を描く
〜内面を見つめて私らしさを表そう〜

授業の流れ

自画像を描く
〜内面を見つめて私らしさを表そう〜

価格：12,100円（本体11,000円＋税10％）

新･高校生の美術 1 教 授 資 料

価格：9,900円（本体9,000円＋税10％）

高校生の美術 1 教 授 資 料

価格：9,900円（本体9,000円＋税10％）

高校美術 教 授 資 料

※画像は開発中のものです。実際の商品とはデザイン・仕様が異なる場合がございます。
※上記内容は予告なく変更になる可能性があります。
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